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自由参入多階層シュタ ッケルベルク均衡と経済厚生
＊

大川隆夫 ・上田雅弘↑

１　は　じ　め　に

　同質財での多階層のシュタ ッケルベルク競争の性質に関しては，Ｂｏｙｅｒ　ａｎｄ　Ｍｏｒｅａｕｘ（１９８６）

を嗜矢にして，いくつかの研究がなされている 。彼らは，線形の需要関数の下での均衡値の導出

を通じて以下の結論を導出した。［１１各企業の生産量は，企業数には依存せず，その企業が何

番目の階層に属しているかに依存する。［２１総産出量は同じ数の企業数でのクールノー競争よ

りも大きい。［３１先発企業の参入阻止行動を考慮すると ，参入を意図した企業の固定費用があ

る水準未満ならば，参入を意図した全ての企業での多階層シュタ ッケルベルク均衡が生じる 。

［４１固定費用がゼロに近づけば企業数は無限大になり完全競争でのｏｕｔｃｏｍｅ が成立する 。これ

らの内，［１１と［２１についてはＡｎｄｅｒｓｏｎ　ａｎｄ　Ｅｎｇｅｒｓ（１９９２）によっ て， ［３１に関しては
，

ＡｎｄｅｒｓｏｎａｎｄＥｎｇｅｒｓ（１９９４）によっ て， 需要の傾きの価格弾力性が一定の需要関数に拡張して

も成立することが示されている 。加えて，Ｖｉｖｅｓ（１９８８）が線形の需要関数の下で，［３１の内容

を証明した上で，既存企業が複数存在している時の参入阻止と固定費用の水準との関係について

も考察を行 っている 。［４１に関してはＲｏｂｓｏｎ（１９９０）が　般的な需要関数と費用関数の下で成

立することを言正明している 。

　本稿では先行研究が手がけていない次の二つの事柄について ，Ｂｏｙｅｒ　ａｎｄ　Ｍｏｒｅａｕｘ（１９８６）の

モデルを使用して考察を加えていく 。第一に，自由参入時の多階層シュタ ッケルベルク均衡を定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）義し，この時の厚生水準と自由参入クールノー均衡時のそれと比較する 。上記の［２１の結論は ，

とちらの競争形態であ っても企業数は同じであることを削提にしている 。むしろ別の競争形態

（クールノー競争）との比較を行うのであれば，長期均衡である自由参入均衡同士を比較するのが

より自然であると考えられる 。

　第二に，クールノー競争では成立する過剰参入定理が，多階層シュタ ッケルベルク競争におい

ても成↓するのかという問題である 。過剰参入定理とは同質財を生産する費用条件の同じ企業に

よるクールノー競争において，厚生を最大にする企業数は自由参入均衡でのそれより小さいとい

うことであり ，Ｍａｎｋ１ｗ　ａｎｄ　Ｗｈｍｓｔｏｎ（１９８６）やＳｕｚｕｍｕｒａ　ａｎｄ　Ｋ１ｙｏｎｏ（１９８７）によっ て証明さ

れた。もしこの定理が，多階層シュタ ソケルベルク競争においても成立するのであれは，理論的
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　いた。ここに記して感謝したい。尚，ありうべき誤謬は全て筆者の責任である 。

　ｆ神戸大学経済経営研究所講師

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６９）
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にはこの定理の頑健性は上昇するであろうし，そうでなければ，過剰参入定理は，クールノー競

争という競争形態に依存した定理であることが確認できる 。

　本稿の構成は以下の通りである 。２節において多階層のシュタ ッケルベルク自由参入均衡につ

いて二つの定義を提示し，クールノー均衡と厚生水準を比較する 。加えて，過剰参入定理の成立

の可否を考察する 。３節において本稿の結論をまとめ，今後の研究方向について触れる 。

２　分　　　　　析

　Ｂｏｙｅｒ　ａｎｄ　Ｍｏｒｅａｕｘ（１９８６）に従い，逆需要関数をＰ＝ａ－ｂＱ，各企業の技術条件を同じとし ・

総費用関数をＣｉ＝ｃｑｉ＋ｆとする 。但し，Ｐは価格，Ｑは総アウトプ ット量，ａ，ｂはパラメータ ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
Ｃ、 は企業ｉの総費用，ｑ、は企業ｉのアウトプ ット量，ｃ は限界費用，ｆは固定費用である 。分析の

簡単化のために，ａ＝ｂ＝１かつｃ＝Ｏと仮定する 。加えて，多階層シュタ ッケルベルク競争の場

合， 企業１から順番に生産を行うと仮定する 。

　今，多階層シュタ ッケルベルク競争を行 っている企業が ｍ社あるとする 。均衡時の企業ｉの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
生産量ｑ

１・

と利潤 冗１ｓ 総生産量Ｑ
ｓ，

価格Ｐｓはそれぞれ以下のように表せる ・

　　（１）ｑｉｓ＝２一

　　（２）　兀ｉｓ＝２－ｍ－ｉ ｆ

　　（３）　Ｑｓ＝１－２－ｍ

　　（４）　Ｐｓ＝２・ｍ

　一方，ｎ 社におけるクールノー（対称）均衡時の，各企業の生産量ｑｃと利潤 兀ｃ 価格Ｐｃは
，

　　（５）　ｑｃ＝１／（ｎ＋１）

　　（６）　冗ｃ＝１／（ｎ＋１）２ ｆ

　　（７）Ｐｃ：１／（ｎ＋１）

である 。

　ここで，多階層シュタ ソケルベルク競争に関する自由参入均衡を定義しておく 。多階層シュタ

ソケルベルク競争を参入してきた順番に生産を行うという状況を捉えたものであるとみなすなら

ば， 後発企業の利潤がゼロになっ た時点で参入はストッ プする 。従 って，ｍ番目の参入者の利

潤がゼロになる時，ｍ社で構成される多階層シュタ ソケルベルク競争での自由参入均衡が生じ

る。 この考え方から得られる定義は次の様に表せる 。

（定義１）ｍ番目の参入者の利潤がゼロになる時，ｍ社自由参入多階層シュタ ッケルベルク均

衡が成立する 。

　また，参入は一斉に行われるが，生産する順番がランダムに決定するという状況も ，多階層シ

ュタ ソケルベルク競争でとらえることができる。このような場合，参入すれぱ得られるであろう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７０）



　　　　　　　　　自由参入多階層シュタ ッケルベルク均衡と経済厚生（大川 ・上田）　　　　　　　　７１

期待利潤がゼロになるところまで参入は続く 。従 って，このようなケースでの自由参入均衡の定

義は以下の様に表せる 。

（定義２）ｍ社参入した時の期待利潤がゼロになる時，ｍ社自由参入多階層シュタ ッケルベル

ク均衡が成立する 。

それでは，各定義に従 って，自由参入クールノー均衡での厚生水準を比較しよう 。

　定義１と（２）より ，自由参入均衡では ，

（８）　２－２ｍ＝ｆ

が成立している 。一方，（６）にクールノー競争に関するゼロ利潤条件を付与すると ，

（９）　１／（ｎ＋１）２＝ｆ

（８）と（９）よりｆを消去し整理すると
，

（１０）　ｎ＝２ｍ １

となる 。（１０より明らかに所与の固定費用の水準に対して，自由参入均衡同士で比較すると ，クー

ルノー競争の方がシュタ ソケルベルク競争よりも参入企業数が多い。更に ，（１０を（７）に代入したも

のが（４）と一致することがわかる 。即ち，どちらの競争形態でも自由参入均衡では価格は同じ水準

になる 。このことは，両者の消費者余剰が均衡では等しいことを意味する 。多階層シュタ ッケル

ヘルク競争での生産者余剰は ，（２）を １で微分すると
，

　　　　６冗ｉｓ ／６ｉ＝一（１ｏｇ２） ・２ －ｍ
■ｉ

＜０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
となるので，生産する順番（階層）があとの企業の利潤ほど小さくなる 。従 って，ｍ番目に生

産を行 っている企業以外は全て正の利潤を得ている 。言いかえれは，生産者余剰は正となる 。ク

ールノー均衡の場合，生産者余剰はゼロであるので，両者の自由参入均衡での厚生水準を比較す

るとクールノー競争よりもシュタ ソケルヘルク競争の方が高くなる 。以上のことをまとめると次

の通りである 。

（命題１）多階層シュタ ッケルベルク競争での自由参入均衡が定義１に示されたものであるとす

る。 この時，そのｏｕｔＣｏｍｅ を自由参入クールノー均衡と比較すると以下の結呆を得る 。

　［１１参入企業数はクールノー競争の方が多い 。

　［２１価格は同じ水準となる 。

　［３１経済厚生はシュタ ソケルヘルク競争の方が高くなる 。

今度は定義２に従 って，多階層シュタ ッケルベルク競争のｏｕｔｃｏｍｅ とクールノー競争のそれ

とを比較する 。定義２ ，（３）と（４）より

（７１）
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　（功　｝冗ｉｓ＝ＰｓＱｓ－ｍｆ＝２・ｍ（１－２・ｍ）一ｍｆ＝Ｏ

となるところまで参入が続く 。（９）と（川よりｆを消去した上で，（７）を考慮するとＰｃは以下の様に

表せる 。

　　　　　２・ｍ（１・２－ｍ）

（１ａ　Ｐｃ＝

ｍ

（４）と（１ａよりＰｓ－Ｐｃを求めると
，

（１げ一肝一汗（炉一斤）

（１３の右辺の括弧内は，ｍ≧２なので２・ｍ≦１／４より負となるから ，Ｐｓ＜Ｐｃとなる 。即ち，多階

層シュタ ッケルベルク均衡での消費者余剰の方がクールノー均衡でのそれより大きい。生産者余

剰は，クールノー競争の場合（９）よりゼロとなり ，シュタ ソケルベルク競争の場合も（川を読み替え

ると産業での利潤がゼロになる条件を表しているのでゼロとなる 。よっ て自由参入均衡同士を比

較すると ，経済厚生の水準は多階層シュタ ソケルベルク競争の方が高くなる 。以上の事をまとめ

ると次の様になる 。

（命題２）多階層シュタ ソケルベルク競争での自由参入均衡が定義２に示されたものであるとす

る。 この時，自由参入クールノー均衡と比較すると ，価格は多階層シュタ ッケルベルク競争の方

が低くなり ，経済厚生は多階層シュタ ソケルベルク競争の方が高くなる 。

　ここで，過去の結果［２１と本稿で導出した命題を比較しよう 。Ｂｏｙｅｒ　ａｎｄ　Ｍｏｒｅａｕｘ（１９８６）で

は， 企業数がどちらの競争形態でも等しいとすると ，シュタ ソケルベルクの方がクールノーより

も総生産量が大きくなる ，言いかえれは価格が低くなるという事を示している。この結果は，自

由参入均衡同士で比較すると ，命題２より定義２での自由参入均衡ならば同様の結果が得られる

が， 命題１より疋義１での自由参入均衡では成り立たないことが分かる 。

　次に過剰参入定理が多階層シュタ ッケルベルク競争でも成立するかどうかを検証する。多階層

シュタ ッケルベルク競争での経済厚生Ｗｓは
，

（１４　Ｗｓ＝２－１ （１－２－ｍ）２ ＋２－ｍ（１－２－ｍ）　ｍｆ

ここで，厚生を最大にする企業数を求める 。１階の条件及び２階の条件は（１勾よりそれぞれ

（１弓　６Ｗｓ／６ｍ＝（１ｏｇ２） ・２－２ｍ－ｆ＝０

（１ｄ　６２Ｗｓ／６ｍ２＝一（ｌｏｇ２）２ ・２－２ｍ＋１ ＜０

となる 。（１ｄより ，Ｗｓは企業数ｍに関して強凹である 。従 って，（１弓を満たすｍは厚生を最大に

　　　　　　　５）
する企業数となる 。この企業数（ｍ＊ と記す）が先の２つの自由参入均衡時の企業数よりも小さく

なるのかどうかを考察する 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７２）
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まず，２種の自由参入企業数における大小関係を見ておく 。（１１）をｍで微分すると
，

７３

　　（１カ　杁］冗ｉｓ）／６ｍ＝（１ｏｇ２）２ ・２ｉｍ（２－ｍ＋１ １）一ｆ＜０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
となる 。（１力は産業の利潤が企業数の減少関数であることを意味する 。定義１での自由参入均衡で

は， 生産者余剰（産業の利潤）が正であるので，定義１における自由参入企業数（ｍ１ とする）の方

が， 定義２での自由参入企業数（ｍ２ とする）よりも小さい。この結果を補題としてまとめておく 。

（補題）定義１での自由参入企業数ｍ１ の方が，定義２での自由参入企業数ｍ２ よりも小さい 。

次に ，ｍ１ とｍ＊ との大小関係をみる 。（８）と（旧よりｆを消去して整理すると
，

　　　　　。　 １＿ｌｏｇ（１ｏｇ２）

　　（１副　ｍ－ｍ－
　　　　　　　　　　２１ｏｇ２

となる 。１ｏｇ（ｌｏｇ２）＜Ｏなので，ｍ１ ＞ｍ＊ よっ て，（１８と補題より以下の結果を得る 。

（命題３）競争形態が多階層シュタ ソケルヘルク競争であるとする ，とちらの定義に従 った自由

参入均衡であ ったとしても ，経済厚生の観点からみると過剰に参入している 。

　命題３から ，同質財においてはクールノー競争でしか確認されていなかった過剰参入定理が ，

異なる競争形態である多階層シュタ ッケルベルク競争においても成立することが確認される 。

３　結　　　　　語

　本稿では，多階層シュタ ソケルヘルク競争の性質について，次の２占を考察した。１）自由参

入均衡の水準で，多階層シュタ ソケルヘルク競争のｏｕｔＣＯｍｅ とクールノー競争のそれとを比較 。

２）多階層シュタ ッケルベルク競争において過剰参入定理が成立するかどうか。その結果，以下

の結論を得た。１）厚生水準は，シュタ ソケルベルク競争の方がクールノー競争よりも高くなる

が， 価格水準は，両者とも等しいか，シュタ ッケルベルク競争の方が低くなる 。２）多階層シュ

タッ ケルベルク競争でも過剰参入定理が成立する 。

　今後の研究の拡張方向であるが，まず需要関数をＡｎｄｅｒｓｏｎ　ａｎｄ　Ｅｎｇｅｒｓ（１９９２，９４）で使用さ

れた需要の傾きの価格弾力性一定の需要関数に拡張して，上記の諸結果が成立するかとうかをみ

るというものが挙けられる 。また，Ｖ１ｖｅｓ（１９８８）やＡｎｄｅｒｓｏｎ　ａｎｄ　Ｅｎｇｅｒｓ（１９９４）で分析された

先発者の参入阻止行動を考慮した時の長期均衡を求め，自由参入均衡での ｏｕｔＣＯｍｅ との比較や ，

企業数について上記の長期均衡と厚生最大時とを比較するという方向も挙けられる 。

１）本稿の分析において，先発企業が後発企業に対して参入阻止行動をとらず，かつ参入する順序は外

　生的に決定しているということを仮定する。なお，参入の川頁番の内生的決定についてＡｎｄｅｒｓｏｎａｎｄ

　Ｅｎｇｅｒｓ（１９９４）が分析を行 っている 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７３）
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２）ｆの水準は最低２社以上は参入可能な水準とする 。

３）諸結果の導出に関しては ，Ｂｏｙｅｒ　ａｎｄ　Ｍｏｒｅａｕｘ（１９８６）のｐｐ．１１６－１７を参照
。

４）所与の固定費用の水準に対して，定義１に基づくｍ社多階層シュタ ッケルベルク自由参入均衡は

　　一意となる
。

５）明らかに経済厚生を最大にする企業数は一意に存在している 。

６）所与の固定費用の水準に対して，定義２に基づくｍ社多階層シュタ ッケルベルク自由参入均衡も

　　また一意となる 。
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，‘‘Ｐｅｒｆｅｃｔｃｏｍｐｅｔ１ｔ１ｏｎａｓａｌｍ１ｔｏｆａｈ

１ｅｒａｒｃｈ１ｃａ１ｍａｒｋｅｔｇａｍｅ ，”
Ｅ６０刀ｏ舳ｃ５

　　　〃〃舳２２（１９８６），１１５－１８

Ｍａｎｋ１ｗ，Ｎ　Ｇ　ａｎｄ　Ｗｈｍｓｔｏｎ，Ｍ　Ｄ ，“Ｆｒｅｅ　ｅｎｔｒｙ　ａｎｄ　ｓｏｃ１ａ１ｍｅｆ丘
ｃｍｃｙ

，’’

Ｒ伽〃ｏ舳ｏＺげＥ６０刀ｏ舳１６３１７

　　　（１９８６） ，４８ －５８

Ｒｏｂｓｏｎ，Ａ　Ｊ ，‘‘ Ｓｔａｃｋｅ１ｂｅｒｇ　ａｎｄ　Ｍ
ａｒｓ

ｈａ１ｌ ，’’

Ａ刎舳６伽厄６０〃ｏ舳６ Ｒ３リ１舳８０（１９９０），６９ －８２

Ｓｕｚｕｍｕｒａ，Ｋ　ａｎｄ　Ｋ１ｙｏｎｏ，Ｋ ，“Ｅｎｔｒｙ　ｂａｒｒ１ｅｒｓ　ａｎｄ　ｅｃｏｎｏｍ１ｃ　ｗｅ１ｆａｒｅ ，”
Ｒ３伽６ｚリ げ厄６０〃ｏ舳６ ８〃”３５５４

　　　（１９８７） ，１５７ －６７

Ｖ１ｖｅｓ　Ｘ ，“Ｓｅｑｕｅｎｔ１ａ１ｅｎｔｒｙ，ｍｄｕｓｔｒｙ　ｓｔｍｃｔｕｒｅ　ａｎｄ　ｗｅｌｆａｒｅ ，’’

１１；伽ｏク６伽１１；６０〃ｏ刎２６ Ｒ６吻６ｚリ３２（１９８８）
，

　　　１６７１－ ８７

（７４）
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